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　はじめに

イトヨリダイ科イトヨリダイ属のジャバイト

ヨリ Nemipterus tambuloides (Bleeker, 1853)は，ア

ンダマン海から日本，フィリピン，インドネシア

にかけてのインド・西太平洋に広く分布する

（Russell, 1990, 2001；藍澤・土居内，2013）．本種

はタイ国においては釣りや底曳網によって通年大

量に漁獲されるものの（Russell, 1990, 2001），日

本国内における記録は乏しく，西表島からのもの

に限られていた（藍澤・土居内，2013）．

近年，奄美大島における魚類相調査の過程で，

2個体のジャバイトヨリが採集された．これらの

標本は鹿児島県における本種の標本に基づく初め

ての記録となると同時に，分布の北限を更新する

ものとなるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)に概

ねしたがい，体高，眼下骨幅，および頬部鱗列数

は Russell (1990)にしたがった．標準体長は体長

と表記し，体各部の計測はデジタルノギスを用い

て 0.1 mmまでおこなった．ジャバイトヨリの生

鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された奄美大

島産の 1標本（NSMT-P 118502）のカラー写真に

基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方

法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は，国立科学博物館に保管されている．本研究

における研究機関略号は以下の通り：FRLM－三

重大学大学院生物資源学研究科附属水産実験所；

KAUM－鹿児島大学総合研究博物館；NSMT－

国立科学博物館．

　結果と考察

Nemipterus tambuloides (Bleeker, 1853)

ジャバイトヨリ　（Fig. 1）

標本　2個体（体長 138.4–182.7 mm）：NSMT-P 

118502，体長 138.4 mm，鹿児島県奄美大島瀬戸

内町久根津，2013年 12月 14日，釣り，中江雅典・

千葉　悟；NSMT-P 131155，体長 182.7 mm，鹿

児島県奄美大島近海（名瀬漁港で購入），2017年

5月 8日，前川隆則．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は前後方向に長い長楕円

形で，側扁する．体背縁は吻端から背鰭起部にか

けて緩やかに上昇し，そこから尾鰭基底上端にか

けて極めて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端

から肛門にかけて緩やかに下降し，そこから尾鰭

基底下端にかけて緩やかに上昇する．胸鰭基底上

端は鰓蓋後端よりも僅かに後方に，胸鰭基底下端

は背鰭起部よりも前方にそれぞれ位置する．胸鰭
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後端は尖る．背鰭起部は胸鰭基底上端よりも後方

に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも後

方に位置する．背鰭第 1軟条起部は臀鰭起部直上

に位置する．背鰭棘間の鰭膜は殆ど切れ込まない．

背鰭第 1棘と第 2棘は近接せず，いずれも糸状に

伸長しない．腹鰭起部は背鰭第 2棘起部直下に，

腹鰭基底後端は背鰭第 3棘起部よりも僅かに後方

にそれぞれ位置する．たたんだ腹鰭棘の後端は背

鰭第 5棘起部よりも後方に達する．腹鰭第 1軟条

は僅かに糸状に伸長し，たたんだ腹鰭の後端は肛

門よりも僅かに後方に達する．腹鰭は前後方向に

細長い腋鱗をそなえる．臀鰭起部は背鰭第 1軟条

起部直下に，臀鰭第 1軟条起部は背鰭第 2軟条起

部よりも僅かに後方に，それぞれ位置する．臀鰭

基底後端は背鰭第 8軟条起部直下に位置する．尾

鰭は二叉形で深く湾入し，上葉は下葉よりも長い．

尾鰭両葉後端はともに尖るが，糸状に伸長しない．

肛門は前後方向に長い楕円形．体は櫛鱗に被われ

るが，吻部，眼の周囲，下顎腹面は無鱗．背鰭前

方鱗の被鱗域の先端は楔形をなし，両眼の中央を

結んだ線に達する．眼と瞳孔はともに前後方向に

僅かに長い楕円形．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔

は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．両鼻

孔はともに正円形．口は小さく端位で，上顎後端

は眼の先端よりも後方に達するが，瞳孔先端には

達しない．上顎には数列の小円錐歯が密生し，上

顎前部には 3対の牙状歯がある．下顎には小円錐

歯が 1列に並ぶ．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から体側上部に

かけては桃色を呈し，体側中央から体腹面にかけ

ては銀白色．側線下方の体側中央部から体側下部

にかけて瞳孔よりも細い黄色縦帯が 4本あり，上

方の 2本は明瞭，下方の 2本は不明瞭である．体

腹縁は黄色に縁取られる．背鰭は淡い桃色を呈し，

上縁は黄色．背鰭上部に瞳孔よりも細い 1黄色縦

帯がある．尾鰭は淡い桃色を呈し，基底部付近は

黄色．尾鰭上縁は明るい黄色．腹鰭，臀鰭，およ

び胸鰭はともに白色半透明を呈し，胸鰭軟条は淡

い桃色．頭部は桃色を呈し，眼の後方，上顎下縁，

主上顎骨，および前鰓蓋骨後縁と鰓蓋後縁の間は

いずれも黄色．瞳孔は青みがかった黒色を呈し，

虹彩は桃色がかった金色．

分布　アンダマン海，マラッカ海峡，フィリ

ピン，タイ湾，南シナ海，インドネシア，および

日 本 か ら 記 録 が あ る（Russell, 1990, 2001; 

Matsunuma, 2011, 2013；藍澤・土居内，2013）．

日本国内においては西表島からのみ記録されてい

たが（木村，1993；藍澤・土居内，2013），本研

究において，奄美大島近海における分布が確認さ

れた．

備考　奄美大島産の標本は，眼下骨に鱗と棘

を欠き，牙状歯を上顎前部にのみ有する，側頭部

Fig. 1. Fresh specimen of Nemipterus tambuloides. NSMT-P 118502, 138.4 mm standard length, Amami-oshima island, Amami Islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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が被鱗し，背鰭前方鱗の被鱗域の先端が両眼の中

央を結んだ線に達する，および頬部鱗列数が 3で

あることなどが Lee (1986), Russell (1990, 2001)，

お よ び Shen（1993） に よ っ て 定 義 さ れ た

Nemipterus属の特徴と一致した．また，上顎前部

に 3対の犬歯状歯をもち，下顎には 1列の円錐状

歯のみがあること，眼窩骨後縁と下縁のなす角が

鈍角であること，背鰭鰭膜が切れ込まず，かつ背

鰭各棘が糸状に伸長しないこと，腹鰭後端が肛門

に達するが臀鰭起部に達しないこと，尾鰭上葉後

端が尖り糸状に伸長しないこと，生鮮時には，体

腹縁に黄色縦帯があること，背鰭縁辺が黄色であ

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of Amami-oshima specimens of Nemipterus tambuloides.
Amami-oshima island, Ryukyu Islands, Japan

NSMT-P 118502 NSMT-P 131155
Standard length (SL; mm) 138.4 182.7
Counts
  Dorsal-fin spines 10 10
  Dorsal-fin rays 9 9
  Anal-fin spines 3 3
  Anal-fin rays 7 7
  Pectoral-fin rays 17 16
  Pelvic-fin spines 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5
  Pored lateral-line scales 48 48
  Scale rows above lateral line 4 4
  Scale rows below lateral line 10 10
  Cheek scales 3 3
  Gill rakers 5 ＋ 8 = 13 6 ＋ 8 = 14
Measurements (%SL)
  Body depth 28.8 29.1
  Head length 30.4 29.0
  Snout length 9.9 10.1
  Orbit diameter 8.6 7.1
  Interorbital width 5.5 4.9
  Suborbital depth 3.7 4.2
  Caudal-peduncle length 20.5 20.9
  Caudal-peduncle depth 9.8 9.1
  Dorsal-fin base length 51.9 52.8
  Upper-jaw length 11.3 11.7
  Mandible length 13.3 13.6
  Pre-dorsal-fin length 34.4 32.6
  Pre-anal-fin length 65.7 61.9
  Pectoral-fin length 25.0 25.4
  Pelvic-fin length 23.6 24.3
  Pelvic-fin spine length 14.7 14.1
  Anal-fin base length 17.8 18.9
  Postorbital length 13.4 13.2
  1st dorsal-fin spine length 10.6 10.7
  2nd dorsal-fin spine length 11.4 12.8
  3rd dorsal-fin spine length 11.2 11.8
  4th dorsal-fin spine length 11.1 10.5
  5th dorsal-fin spine length 11.7 10.3
  6th dorsal-fin spine length 11.8 11.6
  7th dorsal-fin spine length 11.7 11.8
  8th dorsal-fin spine length 11.5 12.4
  9th dorsal-fin spine length 12.1 11.2
  10th dorsal-fin spine length 11.9 11.1
  1st anal-fin spine length 4.3 4.7
  2nd anal-fin spine length 8.3 7.8
  3rd anal-fin spine length 9.7 broken
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ること，および尾鰭が桃色を呈して上端が明るい

黄色であることなどが，Russell (1990, 2001)や藍

澤・ 土 居 内（2013） に よ り 報 告 さ れ た N. 

tambuloidesの標徴とよく一致したため，本種と

同定された．

Russell (1990, 2001)と藍澤・土居内（2013）は N. 

tambuloidesの標徴として，生時，体側に 5本の

黄色縦帯があり，そのうち 1本は側線上方にある

ことを挙げた．しかし，本研究において生鮮時の

色彩に関して記載をおこなった個体（NSMT-P 

118502）では，体側に確認された黄色縦帯は 4本

のみであり，側線よりも上方の体側に黄色縦帯が

確認されなかった．藍澤・土居内（2013）による

と黄色縦帯の識別形質としての有効性は生時にの

み認められるものとされ，さらに，木村（1993）

や Matsunuma (2011, 2013)によって示された N. 

tambuloidesの写真において，側線上方の黄色縦

帯は不明瞭である．したがって，本種の側線上方

の黄色縦帯は個体によって不明瞭な場合がある，

あるいは死後に不明瞭化または消失すると推測さ

れる．

Nemipterus tambuloidesは木村（1993）により，

西表島船浮湾の水深 35 mの泥底から得られた体

長 193.4 mmの 1個体（FRLM 10681）に基づき，

日本から初めて報告された．その後，日本国内に

おける本種の記録はなく（藍澤・土居内，2013），

薩南諸島を含む鹿児島県内のイトヨリダイ科魚類

相を報告した藤原ほか（2014）にも記録されてい

ない．したがって，本研究の記載標本は鹿児島県

におけるジャバイトヨリの初めての記録となると

同時に，本種の分布の北限を約 700 km更新する．

比較標本　KAUM–I. 12184，体長 168.5 mm，

マレーシア・サバ州・コタキナバル沖；KAUM–I. 

17132，体長 110.2 mm，マレーシア・トレンガヌ

州・クアラトレンガヌ，底曳網；KAUM–I. 

32968，体長 146.8 mm，タイ王国チャンタブリ県

沖，底曳網；KAUM–I. 44196，体長 124.5 mm，

タイ湾；KAUM–I. 85377，体長 124.8 mm，フィ

リピン・ルソン島・リンガエン湾；KAUM–I. 

98480， 体 長 148.1 mm, KAUM–I. 98481， 体 長

154.0 mm, KAUM–I. 98524，体長 124.8 mm，フィ

リピン・パナイ島・イロイロ沖．
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